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                       ハイキング同好会  ふるさと伝承科 
 

２０１６年 2 月度のハイキングは、栃木市の蔵の街を訪れます。栃木市は江戸時代より日光例幣使街道の宿場町

として、また巴波川(ｳｽﾞﾏｶﾜ)を利用した江戸との舟運の拠点として発展した街です。 

現在も巴波川沿いや大通り沿いに並ぶ黒塗りの見せ蔵や白壁の土蔵群を見ながら、「蔵の街」の散策を企画致し

ましたので、ご案内致します。 

 

1. 日時  ２０１６年２月５日(金) 

2. 集合  下記の高崎線（高崎行き）の電車にお乗りください。 

熊谷駅------籠原駅------深谷駅---(高崎線)---- 高崎駅  乗換 高崎駅 ---(両毛線)---- 栃木駅  

7：50 発    7：56 発     8：02 発       8：31②番線着    ④番線 8：36 発(小山行)  10：15 着 

(片道 熊谷、籠原、深谷:1,660 円) 

3. スケジュール 

栃木駅前出発  10：20 -–(遊歩道)--10：35 塚田歴史伝説館（外観のみ見学） -幸来橋—10：45郷土参考館 

（見学 25 分）11：10 --  11：20 栃木市役所別館 -- 県庁堀 11：40 -– 11：45（例幣使街道） --12：00 

岡田記念館前（以降グループ別自由行動、蔵の街大通りに沿って各スポットを観光しながら、各自食事） 

栃木駅前 14：30集合 

＜各観光スポットについては次ページ以降の地図、概要、入場料を参考に、自由に観光ください＞ 

 

 

 

 

 

 

   塚田歴史伝説館    栃木市郷土参考館  栃木市役所別館と県庁堀 

栃木市観光パンフレット 

http://www.kuranomachi.jp/data/pdf/kura_nonbiri.pdf を参照願います。 

＜昼食は各グループ別に任意のレストラン、蔵の街観光会館などでお取りください＞  

栃木市観光パンフレット「蔵の街うまいもんマップ」 

 http://www.kuranomachi.jp/data/pdf/kura_umaimon.pdf を参照願います。 

   帰途の集合について 14：30栃木駅前集合  

4. 帰り 14：46 栃木駅発 両毛線高崎行き----16：20 高崎着 

    16：26 高崎駅発 高崎線小田原行き--------16：54(深谷)、16：58 (籠原) 、17：07(熊谷) 

5. 申込みおよび注意点 

 参加ご希望の方は、１月末をめどに各クラス幹事の方へ、メール・電話にてご連絡ください。 

 現地での散策は単独ではなく小グループでの行動をお願い致します。 

また雨天の場合は中止の予定です。 

幹事： 福祉・環境科   横山伸雄 sok_yokoyama@y3.dion.ne.jp 080-1034-8486 

ふるさと伝承科  吉田勲生 shousei@alpha.ocn.ne.jp  090-3225-2252 

美術工芸科    関根恒夫 t-sekine@kph.biglobe.ne.jp  090-2720-6062 

2016年２月「栃木・蔵の街」街歩きのご案内 

http://www.kuranomachi.jp/data/pdf/kura_nonbiri.pdf
http://www.kuranomachi.jp/data/pdf/kura_umaimon.pdf


 

栃木駅から巴波（うずま）川添いの道（上図赤線）を全員で散策、北へ向かい①岡田記念館にて 

各グループ（任意）単位で自由観光とします。蔵の街大通りに沿って各スポットを観光しながら、 

食事をとり、栃木駅前に１４時３０分までにお集まりください。 



主な観光スポット概要と入館料など 

①岡田記念館  ●休館日 金曜日   ●入館料 ￥８００ 

岡田家は550年以上の歴史を持つ旧家で、江戸時代には畠山氏の陣屋となっていました。4,000坪にも及ぶ広大

な敷地に残る土蔵には岡田家伝来の宝物が展示されています。 

②例幣使街道 

1617年、徳川家康が日光山に改葬され、その後、毎年、朝廷から日光東照宮に例幣使と呼ばれる勅使がつ

かわされました。この道が例幣使街道と呼ばれ、その一部が大通りや嘉右衛門町通りであり、現存している

見世蔵などが当時の繁栄振りを偲ばせています。 

③県庁堀 

栃木市は明治16年まで栃木県庁の所在地でしたが、当時の県令が宇都宮市に県庁を移転させました。現在では

その敷地に巡らされた堀だけが残り、県庁堀と呼ばれ、市民の憩いの場として親しまれています。 

④横山郷土館  ●休館日 火曜日・水曜日  ●入館料 ￥３００ 

横山家は店舗の右半分で麻問屋、左半分が銀行を営んでいた明治の豪商でした。両袖切妻造と呼ばれる貴重な

建物には、当時を偲ばせる帳場などが再現されています。 

⑤とちぎ蔵の街美術館 ●休館日 月曜日   ●入館料 ￥３００ 

およそ200年前に建てられた土蔵3棟を改修し、美術館として現代によみがえらせ、栃木市ゆかりの作家の作品を

中心に収蔵しています。 

⑥とちぎ山車会館  ●休館日 月曜日   ●入館料 ￥５００ 

隔年開催の「とちぎ秋まつり」がデジタル技術を駆使した演出と実物の山車3台で再現され、まつりの迫力と山車

のすばらしさを満喫することができます。 

⑦塚田歴史伝説館 ●休館日 月曜日   ●入館料 ￥７００ 

 塚田家は、江戸後期から巴波川の舟運を活かし、木材回漕問屋を営んできた豪商で、巴波川沿いに120mに及び

巡らされた黒塀と白壁土蔵は栃木市を代表する景観となっています。 

⑧栃木市郷土参考館 ●休館日 月曜日   ●入館料 無料 

 質商を営んでいた坂倉家の土蔵と母屋からなる約200年前の建物です。二階部分の松の一本通しの梁など、当時

の土蔵の構造をうかがい知ることができます。 

⑨山本有三ふるさと記念館 ●休館日 月曜日   ●入館料 ￥２００ 

 「路傍の石」などで知られる文豪山本有三は栃木市出身です。江戸末期の見世蔵を改修した記念館の館内には愛

用の品や自筆の原稿が展示されています。 

⑩あだち好古館  ●休館日 月曜日   ●入館料 ￥４００ 

 江戸末期から明治中期に建てられた呉服商の蔵を改修した館内には、浮世絵や錦絵をはじめとする、江戸情緒を

感じさせる貴重な美術品が多数陳列されています。 

⑪とちぎ蔵の街観光館 ●休館日 12/29～１/３ 

 かつての荒物問屋の見世蔵と土蔵群からなり、土蔵群は戦後になり「蔵のアパート」として利用されてきました。現

在、大通りに面した見世蔵では、観光案内と土産品販売、奥の土蔵群はお食事処と土産品販売を行う蔵の街観光

の拠点施設として活用されています。 

 

栃木市観光パンフレット 蔵の街見どころ 

http://www.kuranomachi.jp/data/pdf/kura_nonbiri.pdf を参照願います。 

 

http://www.kuranomachi.jp/data/pdf/kura_nonbiri.pdf


栃木市観光パンフレット「蔵の街うまいもんマップ」 

 http://www.kuranomachi.jp/data/pdf/kura_umaimon.pdf を参照願います。 

http://www.kuranomachi.jp/data/pdf/kura_umaimon.pdf

